
マスクの着用について 

 新型コロナウィルス感染症対策として、マスクの着用をお願いしてきました。しかし、この時期

からは、熱中症対策も考えていかなければなりません。３歳から５歳の幼児が園内で過ごす場面で、

コロナと熱中症、どちらの方が確率的に心配かというと「熱中症」です。 

 大人でも園庭で少し動いただけで、マスクの下に汗をかき、息苦しく感じます。ましてや、全力で

遊ぶ子どもたちは・・・ 

 そこで、当分の間、次のようにします。 

 

   ①登園後、支度が終わったら、マスクを外して遊ぶ。 

   ②弁当前の片付け後、３つの約束を済ませたらマスクをつける。 

   ③弁当のとき、マスクを外して、おしゃべりをしないで食べる。 

   ④弁当を食べ終わり、おなか休めのときにマスクをつける。 

   ⑤おなか休めが終わり、遊ぶときにマスクを外す。 

   ⑥降園前のひととき前、帰りの支度をするときにマスクをつける。 

   ※年少児は、マスクの着脱を自分ですることが難しいため②から⑤を省きます。 

  ※遊戯室に集まるときは、マスクをつけます。 

 

御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

幼稚園の誕生日 

６月４日、園庭にみんなで集まって、１３４歳の幼稚園の誕生

日を祝いました。先生方の楽しい進行や寸劇、誕生日の踊り、年

長さんの園歌。 

ろうそくの絵が１３４本貼ってある長い巻物を開くと、子ども

たちから歓声が上がりました。１３４年という長さに驚いた声で

した。 

「みんなで

集まるのって

楽しいね。」

という思いを

子どもたちが

味わえたひと

ときでした。 
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附属幼稚園だより 第７号 

 
「したい 知りたい やってみよう」が

いっぱいの幼稚園 


